
たとえ何度津波に襲われようと、気仙沼の人々は海と

離れた生活をすることはできない。力を合わせて何

度でも立ち上がる。海に向かって泳ぐ鯉のぼりのよう

に。これからも海とともに生きる気仙沼は負けない。

東
北
お
遍
路
俳
句
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
集

俳句

写真

東
北
お
遍
路
巡
礼
地
100
ヶ
所 （
2
0
2
6
年
2
月
現
在
）

訪
ね
て
み
よ
う
！

［ お問い合せ ］

一般社団法人東北お遍路プロジェクト
仙台市太白区長町三丁目9-10（エフエムたいはく内）  ☎022-717-5805
公式サイト https://touhoku-ohenro.jp/
E-mail info@touhoku-ohenro.jp

会員
募集中!

東北お遍路プロジェクトは、会員及び復興者の皆さまととも
に東北の被災地で巡礼の道を育んでいくプロジェクトです。こ
の活動の趣旨にご賛同いただき、ともに活動を支えて下さる
会員、ご寄付を募集しております。

■ 一般会員（個人） 年会費5,000円
■ 賛助会員（個人） 年会費2,000円
■ 法人会員（団体） 年会費10,000円
■ ご寄付：ご自由に、いくらでも結構です。（随時）
振込先：郵便振替 02200-3-113028　東北お遍路プロジェクト

【
青
森
県
】●
八
戸
市
：
蕪
嶋
神
社
●
階
上
町
：
大
蛇
小
学
校
の
2
つ
の
津
波
の
碑

【
岩
手
県
】●
洋
野
町
：
昭
和
三
陸
津
波
碑
●
久
慈
市
：
ケ
ル
ン
・
鎮
魂
の
鐘
と
光
●
野
田
村
：
大
鳥
居
と
楓
の
木
●
普
代
村
：
普
代
水
門
●
田
野
畑
村
：
机
浜
番
屋
群
／
宝
福
寺
／
三
陸
鉄
道
カ

ル
ボ
ナ
ー
ド
島
越
駅
●
岩
泉
町
：
旧
小
本
小
学
校
の
奇
跡
の
1
3
0
段
の
階
段
●
宮
古
市
：【
宮
古
市
津
波
遺
構
】た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
／【
岩
手
県
震
災
遺
構
】田
老
陸
側
防
潮

堤
／
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
中
の
浜
／
大
津
波
記
念
碑
●
山
田
町
：
御
蔵
山
／
鯨
と
海
の
科
学
館
●
大
槌
町
：
城
山
公
園
／
蓬
莱
島（
ひ
よ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
）●
釜
石

市
：
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
／
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
／
津
波
て
ん
で
ん
こ
・
浜
町
避
難
道
路
／
盛
岩
寺
●
大
船
渡
市
：
吉
浜
の
津
波
石
／
未
音
崎
湾
望
台
と
津
波
を
見

て
い
た
3
本
の
木
●
陸
前
高
田
市
：【
陸
前
高
田
市
震
災
遺
構
】奇
跡
の
一
本
松
／
普
門
寺
／
箱
根
山
の
希
望
の
灯
り
と
小
友
地
蔵
尊
／
陸
前
高
田
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
モ
ビ
リ

ア

【
宮
城
県
】●
気
仙
沼
市
：
早
馬
神
社
／
唐
桑
半
島
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
／
み
ち
び
き
地
蔵
／
紫
神
社
／
尾
崎
大
明
神
／
古
谷
館
八
幡
神
社
／
地
福
寺
、岩
井
崎
の
龍
の
松
／【
気
仙
沼

市
東
日
本
大
震
災
遺
構
】気
仙
沼
向
洋
高
校
●
南
三
陸
町
：
上
山
八
幡
宮  

波
来
の
碑
●
石
巻
市
：【
石
巻
市
震
災
遺
構
】大
川
小
学
校
／
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／

門
脇
町
を
見
守
る
お
地
蔵
さ
ま
／【
石
巻
市
震
災
遺
構
】門
脇
小
学
校
／
日
和
山
公
園
／
普
誓
寺
／
旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
／
十
八
成
浜
白
山
神
社
●
東
松
島

市
：【
東
松
島
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
公
園
】旧
野
蒜
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
／
貞
観
地
震
の
千
年
石
碑
と
観
音
寺
／
佐
藤
山
●
松
島
町
：
瑞
巌
寺
・
観
瀾
亭
●
七
ヶ
浜
町
：
同

性
寺
●

多
賀
城
市
：
末
の
松
山（
宝
国
寺
）●
仙
台
市
：
蒲
生
干
潟
／
な
か
の
伝
承
の
丘
／
浪
分
神
社
／【
震
災
遺
構
】仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
と
荒
浜
地
区
住
宅
基
礎
●

名
取

市
：
仙
台
空
港
／
閖
上
の
記
憶
●
岩
沼
市
：
千
年
希
望
の
丘
●
岩
沼
市
〜
石
巻
市
：
貞
山
運
河
●
亘
理
町
：
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
●
山
元
町
：
普
門
寺
／
戸
花
山
／【
山
元
町
震
災

遺
構
】中
浜
小
学
校
と
千
年
塔
／
磯
崎
山
公
園（
唐
船
番
所
跡
）

【
福
島
県
】●
新
地
町
：
龍
昌
寺
／
旧
磯
山
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
祈
り
の
庭
／
安
波
津
野
神
社
／
大
戸
浜
観
音
堂
●
相
馬
市
：
津
神
社
／
松
川
浦
／
長
命
寺
／
稲
荷
神
社（
寄
木
神
社
）●
南
相
馬

市
：
山
田
神
社
／
御
刀
神
社
／
み
ち
の
く
鹿
島
球
場
／
北
萱
浜
神
社
／
相
馬
小
高
神
社
／
日
鷲
神
社
／
俺
た
ち
の
伝
承
館
●
浪
江
町
：
大
聖
寺
／
旧
請
戸
小
学
校
と
大
平
山

／
諏
訪
神
社
と
復
興
祈
念
公
園
／
希
望
の
牧
場
・
ふ
く
し
ま
●
双
葉
町
：
初
発
神
社
●
大
熊
町
：
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
／
熊
川
海
水
浴
場
／
坂
下
ダ
ム
と
じ
じ
い
部
隊
●
富

岡
町
：
夜
ノ
森
公
園
の
桜
並
木
と
夜
ノ
森
駅
の
ツ
ツ
ジ
／
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／
と
み
お
か
ワ
イ
ナ
リ
ー
●
楢
葉
町
：
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
／
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
／
天
神
岬
公
園（
み
る
ー
る
天
神
）／
宝
鏡
寺
・
伝
言
館
●
広
野
町
：
修
行
院
●
い
わ
き
市
：
稲
荷
神
社（
秋
葉
神
社
）／
道
山
林
／
塩
屋
埼
灯
台
と
薄
磯
・
豊
間
海
水
浴
場

／
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
／
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
き
み
と
」と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

2025

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
十
回

❖ 

青
柳 

健
二 

〔 

写
真
家 

〕

❖ 

渡
辺 

祥
子 

〔 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、情
報
誌「
り
ら
く
」編
集
長 

〕

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
作

審
査
員
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年
。「
今
年
は
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
楽
し
み
に
会
場
に
向
か
っ
た
。テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
写
真
の
数
々
。か

つ
て
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
場
所
や
催
し
も
、
撮
影
者
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
る
と
別
の
様
相
を
呈
す
。そ
れ
は
あ
た
か
も
初
め
て
の
出
会
い
の
よ
う
。そ
し
て
写
真

に
添
え
ら
れ
た
言
葉
を
じ
っ
く
り
と
読
む
。す
る
と
撮
影
者
の
思
い
と
と
も
に
、
様
々
な
人
々
の
人
生
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。あ
の
日
か
ら
15
年
。そ
こ
に
暮
ら

す
人
、そ
こ
を
訪
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
、決
し
て
被
災
地
と
か
被
災
者
な
ど
と
一
言
で
は
く
く
れ
な
い
唯
一
無
二
の
人
生
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
が
出
来
た
。東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
、新
た
な
東
北
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
大
切
な
場
だ
と
感
じ
る
。応
募
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た「
で
っ
か
い
な
あ
！！
」。子
ど
も
が
見
上
げ
る
の
は
野
蒜
海
岸
の
干
支（
2
0
2
5
年
は
巳
）の
オ
ブ
ジ
ェ
。こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
造
っ
て
く
れ
た
そ

う
で
、震
災
か
ら
十
数
年
経
っ
て
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
が
地
元
の
人
た
ち
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
コ
メ
ン
ト
か
ら
伝
わ
っ
た
。優

秀
賞
の「
弔
い
と
復
興
を
願
っ
て
」は
、南
相
馬
市
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た「
聖
霊
の
木
」と
名
付
け
ら
れ
た
柿
の
木
。「
奇
跡
の
一
本
松
」も
そ
う
だ
が
、大
地
に
立
つ
一
本
の
木

に
は
人
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
し
ま
う
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
輝
か
せ
る
応
援
歌
に
も
見
え
て
く
る
。優
秀
賞
の「
海
猫
ば
く
だ
ん
」は
蕪
嶋
神
社
の
写
真
。傘
で
海
猫
の

「
フ
ン
」を
避
け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、臭
い
は
避
け
ら
れ
な
い
。そ
れ
で
も
、危
険
を
冒
し
て
ま
で
参
拝
す
る
人
の
多
さ
に
ち
ょ
っ
と
お
か
し
み
も
感
じ
さ
せ
る
写
真
だ
。

高
橋  

達
也 

（
宮
城
県
東
松
島
市
）

『
で
っ
か
い
な
あ
！！
』

門
林  

美
津
江 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
い
わ
き
フ
ラ
シ
テ
ィ
』

柏
舘  

光
子 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
歓
喜
の
子
供
御
輿
』

西
山　

栄 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
防
護
服
が
見
守
る
』

柏
舘　

健 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
弔
い
と
復
興
を
願
っ
て
』

市
川  

清
一 

（
青
森
県
八
戸
市
）

『
海
猫

ば
く
だ
ん
』

一昨年から、年末年始の期間ボランティアの方々が、東松
島の復興と地域住民の幸せを願って野蒜海岸に干支のオ
ブジェを製作されます。大震災から１０数年を経ても尚、街
の発展に心を寄せてくださるボランティアに感謝します。
（撮影：宮城県東松島市／令和7年1月1日）

いよいよ夏！いわき市薄磯海岸
で海開きが開催されました。ま
だ放射能問題がくすぶる福島
ですが、浜通りの海岸は安全に
泳げます。素敵なコバルトブ
ルーの海へぜひともお越しくだ
さい。
（撮影：福島県いわき市／令和
7年7月19日）

夜の森の桜並木で、さくら祭り
が再開され、この年から子供
神輿も復活したようでした。先
導する大人の方やみこしを担
ぐ子供たちの歓喜の姿に感動
し、富岡町の明るい未来を感
じました。
（撮影：福島県富岡町／令和7
年4月5日）

佐
々
木　

均

（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

『
最
盛
期
の
へ
そ
大
根
』

南　

澄
惠 

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

『
一
本
松
へ
の
道
』

岸　

浩
子 

（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

『
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
咲
き
て
』

東日本大震災津波伝承館で
津波被害の悲惨さを目にした
後に、奇跡の一本松への高い
堤防の道を辿りました。よくぞ
流されずに残ったものだと思
います。この強さを力に早い復
興を心より願います。
（撮影：岩手県陸前高田市／令
和7年5月25日）

門
林  

泰
志
郎 

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
浪
江
、復
興
へ
の
あ
か
し
』

今年も歴史ある伝統の安波祭が、浪
江町請戸にある草埜神社で開かれ
ました。まだ浪江町から避難されてい
る皆様が、この日のために集まって練
習をし、新しくなった草埜神社で田植
え踊りを奉納したのです。皆様、お疲
れさまでした。ありがとうございました。
（撮影：福島県浪江町／令和7
年2月16日）

藤
島  

純
七 

（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
海
の
安
全
を
願
っ
て
』

塩釜市や松島湾の島 は々東日
本大震災で被災しました。毎年
７月の海の日に約100艘もの
飾りたてた御供船を従えて塩
釜港を出て、松島湾内を巡行
し、海の安全を祈願しています。
（撮影：宮城県塩釜市／令和6
年7月15日）

５月の光の中で美しく咲き始
めたハナミズキのシンボル
ロード歩いてみました。いつも
は車で通る道、小さな発見が
ありました。広 と々した避難道
路は、BRTが走り、その先は高
台に移転した県立高田病院が
ありました。
（撮影：岩手県陸前高田市／令
和7年5月1日）

小
曾
根　

蒼 

（
埼
玉
県
和
光
市
）

『
海
を
駆
け
れ
ば
』

宝鏡寺・伝言館は東日本大震災
による原発事故の悲惨を後世に
伝えていこうと住職の早川さん
が寺境内に作ったものです。内
部は原子力発電所にかかわる
多くの資料が展示され、賛否の
枠を超えて発信されています。
（撮影：福島県楢葉町／令和7
年3月16日）

丹
治  

郁
夫 

（
宮
城
県
富
谷
市
）

『
海
を
見
つ
め
て
』

3月11日昼下がり、荒浜海岸に
は慰霊に訪れた老若男女が嵩
上げされた防潮堤に集まってい
ました。浜辺には二人の女の子
が穏やかな海と遠くの大型船を
眺めていました。いつまでも穏や
かな日常が続きますように…！
（撮影：宮城県仙台市／令和7
年3月11日）

寒気流れる1月の丸森
町筆甫地区、朝早くか
らへそ大根作りに精を
出していました。
（撮影：宮城県丸森町／
令和7年1月18日）

防波堤は、安全のために私たち
と海を切り離す。だけど堤防の
上を走ってみたとき、「海と繋が
れそう」と思った。震災を覚えて
いない18歳の私のからだいっ
ぱいに吹き付ける潮風と、絶え
間ない波の音が忘れられない。
（撮影：福島県双葉町／令和7
年9月15日）

南相馬市では、夜空にサーチライトを照らし、大震災
の死者を弔い、復興を願うイベントを開いています。
この日は精霊の木と名付けられた木がある畑地で
行われ、参加者は祈りを込めて、見学しておりました。
（撮影：福島県南相馬市／令和6年12月22日）

蕪嶋神社は八戸を代表
するパワースポットです。
海猫の繫殖地として天然
記念物に指定されてい
ます。一番の目玉は海猫
の糞の落下「ばくだん」で
す。それを避けるため、傘
は必需品。このスリル満
点の参拝は大人気です。
（撮影：青森県八戸市
／令和6年5月5日）

〈 第11回東北お遍路写真コンテスト作品募集！ 〉
■募集テーマ：風景・人物・祭りなど、東北お遍路に因む写真
■応募方法：写真は２Lサイズのプリントで、コメント（100字

以内）と一緒にお送りください。写真とコメントで
審査します。合成写真はお控えください。

■応募期間：2026年11月30日（消印有効）
▶作品の送り先：〒976-0022 福島県相馬市尾浜字南ノ入

241-3　東北お遍路写真コンテスト係

『海風に乗って』  村上  淳 （宮城県気仙沼市）

　「てんでんこ」は、「それぞれに」「めいめいに」を意味する岩手県
三陸地方の方言です。「津波てんでんこ」「命てんでんこ」は、「津波
が来たら、各自で迅速に高台へ逃げろ」「自分の命は自分で守れ」と
いう教えです。
　津波のスピードと破壊力は尋常ではありません。南海トラフ地震
の津波到達予測時間は5分といわれ、あっさり車や家をさらってい
くのです。
　ですが、それぞれが自分で自分の命を守ったら、全員の命が助かり
ます。「津波てんでんこ」共倒れせず未来へ命を繋ぐための教えです。
　またこの言葉は「自分自身は助かり他人を助けられなかったとし
ても、それを非難しない」という不文律でもあります。
　しかしこの大切な教え「津波てんでんこ」を聞いたことがない人
が意外と多いのが現状です。そこで私たちは「津波てんでんこの歌」
の曲を作り、動画にしました。これを全国、いや世界中の津波地帯
までも広げていきたい!一人でも多くの命が救われることを祈って

■『津波てんでんこの歌』 DVD
　作詞：村上美保子

　補作：照井  翠

　作曲・歌：佐藤嘉風

歌おう、伝えよう 
『津波てんでんこの歌』

こちらから
視聴できます


